













学 位 の 種 類
学 位 記 番 号
学位授与年月 日
学位授与の要件
研 究 科 ・専 攻
学 位 論 文 題 目









教 授 今 泉 隆 雄 教 授 玉 懸 博 之
教 授 大 藤 修
助教授 柳 原 敏 昭
論 文 内 容 の 要 旨
序章 課 題の設 定
鎌倉幕府 の倒壊 に際 し、多 くの御家人が幕府 を見限 り、倒幕勢カ へ と合流 していった。 なぜ
この ような現象が起 きたのか・本来 自分たちが拠 って立っぺ き鎌倉幕府 に対 して・彼 らが違背
す る行為 にふみ きった原因は、 どこに もとめ られ るのか。小論で は、この問題解 明の手 がか り
を、《鎌 倉幕府 の体制基盤》 としての御 家人制そ のものの分析 めなかか ら探 りだせ ないか、 と
考 えた。具体的 には、鎌 倉幕府に よって組織 された権力編成 が どの よ うに して倒壊 にいたった
のか、そ の歴史過程 の素描 を 目的 とす る。 ＼
方法 として は、鎌 倉幕府 に とっての 《地域的基盤 》・《経 済的基盤》・《権力編成 のあ り方》 と
い う三つ の大 きな要素 を設定 し、それぞれ について理解 を深 めてい く作業 をお こな う。 まず こ,
れ ら三つの要素に関す る1980年 ・90年代 を中心 とする研究動向を確 認 し、その上で以 下論 じて
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い く具体的なテーマ を設定 した。
第一章 鎌倉幕府の東国掌握過程
第1節 鎌倉幕府の東国掌握過程
治承 ・寿永内乱 の予期せ ぬ結果 として成 立 した鎌倉幕府は、その固有の領 域 を どの ように し
て確保 し、存続のための基盤 として整備 してい ったのか。先行研 究を整理 ・紹介 しっつ確認す る。
源頼朝は、関東 の本所領を押領 し直轄領 に取 り込む こ とで、自己の政治権力 を形成 してい く。
平氏が滅 亡 した段階で朝廷は、その押領行為 をある程度是認 す る姿勢 をみせ、東 国に出現 した
鎌倉幕府 を体制 内に位 置づけ ることに よって財源 の確保 を図 る方策 を うちだ した。 しか し幕府
は、そ の後 も本所が不明で ある ことを理 由に、 「自然知 行」 とい う方便 で、関東 の所 領 を依然
集積 していた と推定 され る。 さらに関東知行 国の設置は、朝廷の財源調 達を よ り確実 にす る と
ともに、幕府 に とっては、膝 下地域 の中核 どなる単位行 政地域の保 有 とい う意味を もった。 こ
のよ うに して、幕府の地域的根本基盤 の範域 が設 定 され る。
奥羽合戦に より奥羽両国の 〈地 下管領権〉 も確保 した頼朝は、朝廷 との交渉の結果 、関東知
行国 を核 としてその周辺 に親幕府公 家の知行 国を配置す る東 国掌握体制のあ り方 を確立す る。
さらに征夷大将軍 に任官す ると、巻狩 を催 しなが ら関東 を一周す るこ とで、 当該 地域 の住人 に
対 して、 自身が 〈東国王〉であ ることを認知 させ 、あわせ て神 の意思 を うかが うとい う作業 を
お こな った。そ の結果 、東 国15か 国 が鎌 倉幕府 の固有 の領域 として確 定す る。 この空間 を、
人 ・物両面における供給基盤 とす ることに よ り、は じめて幕府 は、列 島全域 における 〈諸国守
護権〉の機 能 を行使す ることができたのである。
したがって小論では、 この鎌倉幕府 の位置 につ いて く国家 内国家〉の学説 に同意す る。先行
研究 は、 中世国家 にお ける鎌倉幕府 の位置 づけについて様 々な学説 を提 起 してい るが 、それ ら
を紹介 ・検証す ることで、右 の理解 にいたった理 由を述べ る。 その上で 『吾妻鏡』 の認識 にお
いて、 〈東国王〉の実質的内容 が 「関東長 者」(=源 氏将 軍)か ら 「関東棟梁」(=得 宗)へ 転
換 したこ とについて言及す る。
以上か ら、鎌倉期の 「東国」は重層 的構 造 として概念化 され 、その構造 の形成過程 自体が、
鎌倉幕府 の東国掌握過程 にほかな らない、 と結論 を述べた。 そ して北条氏 に よる関東知行 国の
分国化 ・北条氏所領の拡大 といった内側 か らの新 たな東 国掌握 の様相 が、その後 の歴 史過程 と
して続いてい くのである。
第2節 鎌倉幕府 の武蔵国掌握過程
鎌倉幕府の地域的根本基盤 の中核 部分 を構成 した関東知行 国につ いて、武蔵 国を例 に、その
掌握 内容 の具体相 にっ いて考察す る。
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武蔵国 の国務 は、 当初、国守に よって担われ ていた。 しか し国内御家 人の統率 に関 しては、
留守所惣検校職 もまた関与 してお り、両者間の権限調整の問題 が存在 していた と推定 され る。
この問題 は畠山重忠の滅亡に よ り解 消 され るが、その後、国務管掌権 が国守 か ら分離 し、知行
国主鎌倉殿 の側近の もとに保持 され る事態が生 じた。 これは、北条 氏 と鎌倉殿(と その側近)
との対抗 関係 として理解す ることがで きる。
ただ しこの問題 も承久合戦 によ り解 決 をみせ 、以後 は北条氏内部 で国守 と国務管掌者 の分担
がお こなわれ るよ うになる。 とくに後者 にっいては、一種の職 として北条氏本 宗家惣領(得 宗)
が相伝す るにいた り、武蔵国は得 宗分国 と認識 され るにいたった。
この得 宗分国内部 にお け る御 家人へ の命令伝 達経 路については、 「秩 父神 社文書」か ら復元
す るこ とができる。それは、知行 国主鎌倉殿 の儀i礼的権威 を取 り込みつつ、中心に得宗 を配置
す る整然 とした文書発給の体系であ った。 しか しこの体系の末端に位 置す る国内御家人の視 点
か らみれ ば、知行国主で ある鎌倉 殿 を 「公 方」 と認識す ることによ り、国務 管掌者である得宗
を 「国方 」 として相対化 しうる可能性 が生 じることになる。っま り、鎌 倉幕府 の存立基盤であ
る関東知行 国の運営構造そ のものの なか に、得宗権力 の相対化 とい う問題が秘め られていた と
解釈 でき るのである。
元 弘動 乱において得宗北条高時は、武蔵国御 家人 を畿 内へ と派遣 し、幕府 への反乱に対処 さ
せ る。 そ して さらなる軍役の賦課 にふみ きった とき、関東 において もまた反乱が惹起 したので
あった。武蔵 国御 家人正員 の多 くが西国出張に よ り不在 と思われ るなか、彼 らの代官たちは「国
方」 二高時 を見限 る決断 をお こない 、新 田義貞 ・足利 千寿王 の鎌倉攻撃軍 に合流 していったの
であ る。
補論1得 宗家公文所 にお ける一訴訟事例一 「熱原の法難」
北条氏の所領 となっていた駿河国 富士郡 において、1279年 に発生 した 日蓮宗徒への弾圧事件
(「熱原 の法難」)を 取 り上げ、政治 史上におけ る意味 を考え る。
本件 は、得 宗家公文所 にお ける訴訟審議 の様相 を具体 的に知 るこ とのできる貴重な事例 であ
る。 訴論 人は、両者 とも鎌倉幕府権力 を下支 えす る存在 であったが、当該地域における日蓮宗
の浸透 が、両者 の対立 を顕在化 させ る。 また 日蓮 は、宗徒(論 人)た ちに対 して具体的な法廷
闘争 の手段 を教示 しているが、それ は彼 の理想 とす る得 宗観 に もとつ く行動であった と考 えら
れ る。
しか しこの期待 は、結局裏切 られ た。 その背景 については、異 国合戦期 を迎えた鎌倉幕府 の
反 対分子摘発 問題 の影響 を考慮 したい。 「熱原 の法難」は、幕府 の体制変化 の曲が り角に、 し
か も幕府 権力の内部 ・基底部分 にお いて起 きた事件だったのである。
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第3節 鎌倉幕府 の陸奥 国掌握過程
地域的根本基盤 の後背 に位置 した陸奥国 に対 して、鎌 倉幕府 は どの よ うな掌握 体制 を構築 し
たのか。 その歴 史過程 を考察す る。
鎌 倉幕府 の陸奥国掌握 は、平泉藤原氏が内乱のなかで確保 す るにいた った 〈奥州 羽州地 下管
領権 〉の継 承 を、朝廷 か ら認定 され るこ とによ り正 当化 された。その権限行使は、奥州惣奉行
によ り在地社 会において施行 され る。 とくに京都の知行 国主の 目代派遣 を停止 し、陸奥留守職
を設置 した ことが、幕府 の国衙接収 において重要な意味 をもった。
さらに1216年 か ら1219年 にか けて関東知行 国 となった ことに よ り、陸奥国国衙領 は鎌倉殿 を
本所 とす る幕府 直轄領 に編成 され る。おそ らくこの とき、平泉藤原氏時代以来 の在地秩序 を維
持 しなが らも、郡 ・保地頭 開発分 の一定得分 について も把握す る、在地社会 の所領 知行 体系の
掌握が達成 された と考 え られ る。 そ してい くっ かの政争 を経 るなかで、陸奥 国郡地頭職 の大 半
は北条氏所領 へ と転化 し、幕府 の存 立を支 える主要 な財 政基盤 となってい くので ある。
また承久合戦の結果 、幕府 の朝 廷に対す る政治的優位 性が確定 し、陸奥 国は幕府の進止 下に
編入 され、知行 国主 ・国守 ・〈地下管領権〉 の分離 が進行 してい く。 これ らは、幕府 の政治体
制 を担 う構成要素 として固有 の意 味を もっ にいた り、知行国主 は鎌倉殿 に砥候 した堀川 家が、
国守 は得宗 と親密 な関係 を維持 した大仏 北条 氏が、 〈地 下管領権 〉は得宗 が、それ ぞれ相伝す
るよ うになる。 ここに、鎌倉幕府 の陸奥国掌握 は完 了 した。
しか し陸奥国への北条氏勢力 の浸透 は、在 地社会 にお ける 「抵抗」 をふ たたび 引き起 こす こ
とになった。北条氏勢力が もっ とも稠密 に分布す る津軽 にお いて、蝦夷 の反乱 ・安藤氏の乱が
は じま り、元弘動乱がそれに続 いてい く。 したがって鎌倉幕府 の陸奥 国掌握 の過程 は、幕府滅
亡にいた る内的要因の醸成過程 で もあった と理解す るこ とができ る。
補論2「 蒙古の碑 」 ノー ト
宮城 県仙台市川内東北 大学理 学部附属植物 園内に所在す る、 「元弘第十歳 二月時正第六番 」
銘 の板 碑にっいて所見 を述べ る。 と くに、銘 文 中にみえる被供養者 「陸奥州 主」 の人物比定を
お こな う。
銘 文の多 くは摩滅 していて完全 な意味 を とることはできないが、被供養者 の没年 と板碑の石
材 、立地場所の特性 を手がか りに考察 をお こな った結果 、被供養者 を安 達泰盛 と想定す るにい
た った。 したがって陸奥国国府近辺 には、 当該期鎌倉幕府 の運 営を担 当 した泰盛 の近親者、 も
しくは支持者が存在 してい た可能性 が高い。
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第二章 鎌倉幕府 の御 家人役負担体 系
第1節 御 家人役 の負 担方 法
先行研 究 を参考に しっっ、鎌倉幕府御家人役 の負 担方法 をま とめ る。
御 家人役 は戦闘 ・警衛行為 を主 とす る軍事的な負担 と、関東御公 事 とい う呼称 で一括 され る
経済的な負 担の二種類 に区別 され る。 これ らは、「惣領制」として概念化 され る負担方法 によっ
て調 達 されていた。 その全 国的な負担体制の形成 は、承久合戦後 におけ る御 家人散在所領 の全
国的な規模 での展開 と連動す るものであった と考 えられ る。 そ して1250年 代 までに、惣領制 に
も とつ く御家 人役負 担 の単位 は、 「何某跡」 として固定化 され るにい た り、幕府 の把握 す る と
ころ とな った。
また御 家人役 の管轄機 関に言及 し、その上で本 章の課題 を提示 した。
第2節 御 家人役分析 の視角
御 家人役 に関す る先行研 究の方法 を紹介 し、本 章の分析視角 を設 定す る。
御 家人役 名 目の分類 は、負担 内容 、恒例 ・臨時の別 、本所進止所領 内の名 主 ・在家 に負担 を
転嫁す る形態(在 地転嫁)の 容認 ・非容認の別 、 と大き く三つ の区分方法 を提起す ることがで
きる。
また この在地転嫁 との関連 にお いて、一 円的武家領(御 家人領)の 生成 が促進 された と指摘
され てお り、末期幕府 におけ る関東御公事の負担基盤 は、この武家領 に もとめ ることができる。
したがって、 「本御 下文」 を所持 し一 円的武家領 を正統 に知行 す る個人(と その一族)を 御 家
人 とみなす認知規範が、末期幕府 固有 の認識 と して形成 され るにいたった と考 え られ る。
第3節 御家人役 事例 の検 出
で きるだ け多 くの史料 を検 索 して御家人役の名 目を提示 し、その内容 を分析す る。提示 した
御 家人役 の名 目は以下の とお り。
(1)鎌 倉殿(含 ・一族)関 連名 目一
鎌 倉御所造営、六波羅御所造営 、上洛関連名 目、関東下 向関連名 目、供奉随兵、源 氏将
軍 関連名 目、九条家将軍関連名 目、王家将軍関連名 目。
(2)幕 府行事関連名 目一正月境飯役 、的始役 、鶴 岡八幡宮流鏑馬役 、祈祷。
(3)幕 府 施設関連名 目一修理替物役 、道路の整備。
(4)寺 社 関連名 目一
鶴 岡人幡 宮、勝長 寿院(大 御 堂 ・南御 堂)、 永福 寺、大慈寺 、走湯 山、三 島神社 、六条
八幡宮、東大寺、園城寺 、一宮神事頭役 、そのほか。
(5)朝 廷 ・王家 関連名 目(含 ・関東御訪)一
源 氏将軍期 、九条家将軍期、王家将軍期 、防鴨河役 、貢馬役 、新 目吉小五月会流鏑 馬役 、
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出産祈祷。
(6)軍 役一 京都 大番役、篶屋番役、鎌倉 大番役 、異 国警 固番役 、囚人預置、そのほかの警 固
役 ・雑役。
第4節 鎌倉幕府 の御家人役負担体系
第3節 でお こなった御家人役名 目の分析 に よ り、負 担対 象者(単 位)の あ り方 を整 理す ると、
有力東 国御家人に対す る大名賦課か ら、 「鎌倉 中」・「在京 」・その他諸 国の三区分 に編成 され た
御 家人全体 に対す る賦課へ、 とい う流れを示す ことができる。 また北条氏の負担量が卓越 して
い く点 も、大 きな特徴 とい える。
末期幕府 の御家人役負担体系 は、この よ うな過程 を経 て完成 した。 それは、鎌倉か らの一元
的な賦課 ・統制 を うけ、武家領 を費用捻出の基盤 とす る点、一個 の体系 と して把握す るこ とが
で きる。また地域的にみれ ば、鎌 倉幕府 の管轄す る 〈東 国地域〉、六波羅探題 の管轄す る 〈西
国地域〉、鎮 西探題 の管轄す る 〈九州 地域〉 に分 けて、それ ぞれ の特性 を抽 出す る ことが可能
で ある。
そ して さらに末期幕府政治権力秩序 のあ り方 とあわせ て見 ることによ り、 この体系 にお ける
負担の比重は、組織の末端(=庶 子)に 向か うほど大き くな り得 る構 造 とな っていた、 と想定
され るのである。
補論3鎌 倉幕府 的始 ノー ト 、
先行研 究を参照 しつつ 『吾妻鏡』 の記述 を素材 に、鎌倉幕府 の的始儀 礼の復元 をお こな う。
その結果 、当初、鎌倉殿一東 国出身 中小国御 家人間の主従 関係 を確認 す る目的を もっていた も
のが、得宗を頂点 とす る新 たな権力秩序関係 のなかに取 り込まれ、その秩序 を可視的 に表現す
る儀 礼へ と変容 した ことを明示 した。ただ し逆説的では あるが、その秩序 を維持す るために も、
儀礼 におけ る鎌倉殿 の臨席 は、依然不可欠であったのではないか と考 えたい。
第三章 鎌倉幕府の安堵体 系
第1節 鎌倉幕府の譲 与安堵
鎌 倉幕府 の譲与安堵について手続 き制度上の変遷 を追 い、末期幕府 におけ る安堵体系の形成
を考察す る。
鎌倉幕 府の安堵 は、本来 、鎌 倉殿 に対す る敵 ・味方 を弁別 し、鎌倉殿 の従者集 団を組織 ・形成す
る役割 をもっていた。そ して御家人制 が確立 ・安 定す る と、その基本的 な属性 を保持 しつつ も、
集団 ・組織の秩序 を維持す る装置 として期待 され るよ うにな る。13世 紀前半、幕府安堵 の中心
とな る譲与安堵 は、この秩序維持 の役割 を担い、御家人一族 内部の得分親(法 定相続人)間 秩
序 を整序す る上で、本主の意思 とそれ に対す る幕府 の承認 を明示す る証拠 と して作用す る。
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列島規模 で散在 的に展開 し、一 円的武家領化が進行 す る御 家人所 領を捕捉 するためにも、一
三世紀第4四 半期 を画期 と して安 堵制全体の改革がは じま る。 この改革 は、幕府 内部の政変 を
経験す ることで軌道修 正が ほどこされ るが、結果的には厳密 な手続 き方法(沙 汰未練 書方式)
を完備 した体系的安堵 制 を構 築 し、御 家人制 の閉鎖的性格 を よ り強化 してい くこ とにな った。
この過程のなかで譲 与安堵は、沙汰未練書方式の形成 を前提 とし、幕府 の在地社会にお ける
強制力行使の現実化 を担保 とす ることで、当該所領所職 に対す る第 三者 の当知行回復 の主張を
排除 し得 る保 全効力 を付 与 され ることにな る。また外題安堵 の採用 か らは、本主譲状保持者全
員 に対す る安堵給付 の確 実性 、 とい う意図を うかが うこ とが できる。
末期幕府の御家人制 は、 この体系化 された安堵制(手 続 き体制)の も と、法制 に支持 され た
惣領一 庶子 、頭人一 寄子関係 を基礎 に、 「本御下文」の所持者 を構 成員 とす る集権性 の強い戦
闘集 団 として体制化 され た。 ただ し局所的な在地社会 とい う視点か らこの体制 をみ るな らば、
それ をの り越 えよ うとす る事例 、空洞化 を もた らし得 る事例 もまた、進行 ・蓄積 されていた こ
とは見逃せない。 したがってそれ は、安堵体系の厳密な運 用 と、幕府 の倒壊 をもた らし得 る温
床 ・内在的要因の醸成 とが、構造 的に結びっいた段階 として理解す ることができる。末期鎌倉
幕府(=最 盛期鎌倉幕府)の 御家人制 は、 この ような固有の位 置にた ど りつ いたので ある。
補論4鎌 倉幕府 の寄進安堵
鎌 倉幕 府の寄進安堵状 の事例 を集 め検討 した結果、つぎの よ うな結論 を出 した。
寄進安堵状は、1284年 以降 に様式変化 をみせ 、関東 寄進状 と便宜上呼称す る様 式に統一 され
るが、それは安堵制 の改革 に関連 づけて理解で きる現象である。 また末期幕府の寄進安堵状発
給 の状況 をみ ると、当該期 の政治権力秩序 に規定 され る側 面が大 き く、北条氏関係者 のみの運
用 に限定 され る傾 向が進行 していた と考え られ る。
第2節 鎌倉幕府 の配分安堵一御 家人未処分所領 のゆ くえ一
御 家人が譲状を残 さず死去 した場合 、その所領 は遺族 に対 して どの よ うに配分 され 、鎌 倉幕
府 の安堵(配 分安堵)を うけたのか。 具体例 にそ くして考察 した。
配分処理 には、得分親(法 定相続 人)内 で配分が解決 され、幕府 に よ り安堵 がお こなわれ る
もの(A型)と 、得分親 間で相論 とな り、幕府 によって配分 ・安堵がお こなわれ るもの(B型)
との二っの場合 がある。
御 家人 にとって未処分 は、通 常あ くまで も例外的 ・予測不可能の事 態であ り、また幕府 にお
いて も未 処分の発生 は、御家人制 を阻害す る不都合な問題 とな り得 た。 それ ゆえ本主所領 に対
す る得分親た ちの 「回復へ の希求 」に答えるためにも、配分安堵手続 き制 の整備 が進 め られて
い く。 その結果 、手続 き業務 は引付 の管轄 下に入 り、安堵状の様式 も定型化 され る。そ して全
得分親 への個別 的な安堵 を前提 に、惣領 を中心 とす る公事負担 の体制 を維持 ・再 生産す る安 堵
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の方法 が、13世 紀第4四 半期 には確 立す る。
相馬 氏の同一世代の も とでの1272年 ・1294年 の2回 の配分安堵 は、前者 をA型 、後者 をB型
として理解す ることができ る。 とくに後者は、完成 された配分安堵 の方法 にもとつ くもので あ
り、公 田の適正規模 の配分 がな された。その結果、惣領 制に もとつ く御家人役負担単位 の内容
が再生 された といえ る。
末期幕府 の配分安堵は、得宗 を実質的頂点 とす る当該期幕府権力秩序 のあ り方 を保 全す るも
ので あった。ただ しその効力 の有効性 については疑問が残 り、また得分親 間内部 にお ける矛 盾
の再生産 とい う側 面 も注意 しなければな らない。 したがって鎌倉幕府 の倒壊 は、配分安堵 制の
硬直的 な運用の破綻 を意 味す るものであったといえる。
第3節 鎌:倉幕府 の買得安堵
御家人 間の私領 売買に対す る鎌倉幕府 の安堵(買 得安堵)を 考察 し、鎌倉末期 にお ける幕府
膝 下地域(地 域的根 本基盤)の 政治状況 ・所領知行秩序 を把握す る。
鎌倉幕府 の買得安堵は、中世社会 における永代売買 ・年季 売買の特質 の相違 を反映 し、前者
のみに適用 され るものであった。 当初のそれ は、定型化 された手続 き方法 があったわ けではな
く、安 達泰盛 の主導 した弘安の政治改革か ら1294年 の間に制度 的確 立をみ る。 それ は、売却者
に も売買事実 の請文 を提出 させ 、当該所領 が私領 として既安堵 地であ るか ど うかを確認す るな
ど、厳密 な ものであった。
その結果 、買得安堵は 「事実上理非 の正当性 に裏づ け られた もの」 として、被安堵者(買 得
者)に 対 して現実的な保護 的効力 を発揮 し、第三者へ の対抗要件 として機能す る。ただ し同安
堵制 にお ける実際の適用 は、一部例外 を除いて幕府膝 下地域 を中心 とす る東 国に限定 された。
その背景には、御家人制の地域的差異、13世 紀末以降展 開 した 「国家 的」徳政政策の影響 な ど
が、規制要因 として はた らいた もの と推定 され る。
そ して買得者 ・売却者双方 を調べ ることに より、買得者 だけでな く売却者 のなかにも、得宗
勢力 として把握 され る人た ちが含まれていた ことが判 明 した。 したがって鎌倉末期、幕府 膝下
地域 にお ける御家人所領 の売買活動 は、得宗勢力内部 の再編運動 的様 相 を示 してい た ともい
え、買得安堵 は、それ に ともな う新たな在地社会 におけ る領主(御 家 人)間 秩序 の形成を促 す
役割 を担 っていた と理解で きる。だが幕府の政策が推進 されれば され るほ ど、一方では、その
恩恵 に漏れた人たちの現状 に対す る不満 もまた、増幅す ることになったのである。
鎌倉幕府 は一貫 して、擬制的で はあれ平等性を原則 とする御家人制(現 実 には地域的差異が
存在)を 維持 し続 けた。 しか し買得安堵 の展開 をみ る限 り、この姿勢 は当てはま らない。 む し
ろこれ まで否定 してきた在地社会 の動向を容認 し、 自らの経済基盤 の空洞化 を避 けるため、在




これ まで に述べて きた議 論 をふまえ、鎌倉幕府御 家人制の展開過程 をあ とづ ける。
御家人制の起点 は、1189年 の奥羽合戦 にも とめ られ、1190年 代 を通 じて確立 した とい える。
ただ しその内実 をみ ると、東国御家人 と西 国 ・九州 国御 家人 との間には、鎌倉殿 との主従関係
において、は じめか ら大きな較差が存在 していた。
承久合戦の結果 、御 家人 の散在所領 の展開が本格 化 し、惣領制 に もとつ く御家人役負 担方法
の全 国的 な体制が出現す る。また西国 ・九州国御 家人の動向へ も注意 が向け られ、幕府 は彼 ら
の増減の把握 を随時お こなっていた と推定 され る。 その背景 には、当該地域御家人数 の流動性
とい う問題 が存在 していた。 その結果13世 紀半ばを画期 として幕府 は、御家人数(御 家人役負
担単位)の 固定化 をお こな う方向へ と政策 を転換 させ る。
しか し異国合戦の発 生に よ り、軍事力 の拡充 がも とめ られ、本所一 円地住人 の動員 とともに、
九州住人 の新規御 家人への編 入についても再び模 索 され ることになった。また同時に、手続 き
制度 を中心 とす る安堵制 の改革 もは じま り、御 家人制の総体 的な強化が指向 され る。
またこの過程 で、本所一 円地に対比 され うる(一 円的)武 家領 の創 出も活性化す ることにな
る。 それは、軍役 ・関東御公 事の費用捻 出基盤 と して、他 の公事 に対す る排他性 を備 えっつ生
成 されていった。 そ して本所 一円地 との区別が明瞭になってい くなかで、最 終的 には、武家領
の知行者 を御 家人 とみなす認知規範が形成 され るのであ る。
霜月騒動に よ り安達泰盛 が滅 亡す る と、御家人制 は、閉鎖性 を基調 とす る内部充実路線 へ と
再び戻 ってい く。 ただ し安堵制 の改革 は、依然継続 され た。そ して、御家人役負 担の基礎 とな
る(一 円的)武 家領 を維持す るための体系的な安堵 体制 が完成す る。 したが って末期鎌倉幕府
の体制基盤 は、 〈(一円的)武 家領 の形成 と安堵体系の整備(敵 対す る第三者への対抗要件 とし
て の効力)に よるその知行 の保全〉 として ま とめ ることがで きる。御家人役負担体系 の最終的
な形態 も、 この体制 の上 に成 立 していた。
っ ま りこの体制基盤=安 堵体系 と御 家人役負担体系 によって、末期鎌倉幕府 の政治体制 ・権 、
力秩序は保護 ・維持 されて いた と理解す ることができる。 ところが両者 の内容を子細 に検討す
ると、その運用 が厳密 にお こなわれれ ばお こなわれ るほ ど、実は御家人制内部に矛盾が生 じる
とい う構造 的な問題が認 め られ るので ある。
したがって鎌倉幕府 を倒壊 にいた らしめた要因は、御 家人制 の展 開過程 のなかで形成 され る
ことになった、 と考 えること も可能であ ろ う。つ ま り幕府倒壊 の基底的要因は、奥羽合戦以来
あゆんできた御家人制 にも とつ く権力編成の軌跡そ のもののなかに実 は育まれていた、 と結論
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できるのである。
そ して最後 に、 日本 史、東 北ア ジア史、そ して北 日本地域 史における鎌倉幕府倒壊 の意 味 を
再確認 した上で、小論 を閉 じた。
(1999年6月20日)
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文 は、鎌倉幕府 の体制的基盤 で ある御 家人制 の展 開過程 を、地域 、軍事的 ・経済的負担(御
家人役)、 組織秩序維持 装置(安 堵制)の 三っの側面 か ら論 じた ものであ る。全体 は序 章 ・終
章 のほか三章十節 ・補 論四か ら構成 され てい る。400宇 詰 め原稿用紙 に換算 して1200枚 を超 える
雄編で ある。
序章では、研究史 を整理 し、課題 を設定す る。
第一章 「鎌倉幕府の東国掌握過 程」は、御家人制の地域的展 開を論 じたもので ある。
第一節 「鎌倉幕府の東国掌握過 程」は、鎌倉幕府が、基盤 とす る東国十五か国 をどの よ うに
して確保 し、支配体制 を整備 してい ったのかについて論ず る。
第二節 「鎌倉幕府の武 蔵国掌握過程 」では、東国の 中か ら武蔵 国を選び、具体的 に検討す る。
知行 国主 ・国守 ・国務管掌者 の変遷 をあとづけ、得宗(北 条 氏本宗)分 国 と認識 され るよ うな
体制が成立す ることを指摘す る。 しか し一方で、その支配体制 の中に国内御家人が得宗権力 を
相対化 しうる可能性 が胚胎 していた とす る。
補論一 「得宗公文所 にお ける一訴訟事例」は、1279年 に北 条氏領駿河国富士郡で発 生 した 日
蓮宗への弾圧事件 をと りあげ、その政治史上の意味につ いて考察す る。
第三節 「鎌倉幕府の陸奥国掌握過 程」は、幕府 が、根本 的基盤 の後背地陸奥国に対 して、 ど
の よ うに支配体制 を構 築 したい ったか を、地下管領権 、国衙 支配権、関東知行国化 、郡地頭職
の掌握等 の面か ら考察す る。
補論 二 「『蒙古の碑』 ノー ト」 では、東北大学理学部 附属植物 園内に立っ、いわ ゆる 「蒙 古
の碑 」(「弘安第十歳二月時正第六番」銘板碑)の 被供養者 「陸奥州主」が安達泰盛 に比定 で き
るとい う新説 を提示す る。
第二章 「鎌倉幕府 の御 家人役負担体系」では、御 家人の 「奉公 」にあたる部面の考察 を行 う。
第一節 「御家人役の負 担方法」では、承久合戦後 の御家人所領 の全国的展開 と連動 して負担
体系が整備 され、1250年 代までに惣領制 に基づ く御家人役負 担 単位 が固定化 され 、幕府 に掌握
され るこ とになった とす る。また、御家人役 の管轄機関 につい て も触れ る。
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第二節 「御 家人役分析 の視角」 は、御家人役 の諸 類型、末期鎌倉幕府の御 家人認定基準等 、
次節以下の分析 の前提 を示す。
第三節 「御 家人役事例の検 出」 では、御 家人役 関係 の史料 を網羅 的に収集 し、類型化、整理
を行 う。
第四節 「鎌倉幕府の御家人役負担体系」では、御 家人役 の負担 単位が、東 国有力御家人 か ら
居住地によって三区分(鎌 倉 ・京都 ・諸国)編 成 された御 家人全 体へ と変化 し、同時 に北条氏
の負担量が増 大 してい くこ とを指摘す る。 また、個 別負 担単位 内における負 担構造 の特微 につ
いて も言及す る。
補論 三 「鎌 倉幕府的始 ノー ト」 では、幕府儀礼が、 当初の鎌 倉殿 一御家人間の主従秩序 を確
認す るとい う性格か ら、得宗 を頂点 とする権力体系 の中に取 り込まれ、変質 してい く過程 を追 う。
第三章 「鎌 倉幕府 の安堵体 系」 は、御家人 に対す る 「御 恩」にあたる部面の考察 を行 う。
第一節 「鎌 倉幕府 の譲与安堵」 では、本来、鎌 倉殿の従者集 団を組織 ・形 成す る役割 を担 っ
てい た安堵 が、次第 に組織 の秩序維 持装置 と して の役 割 を強め、13世 紀第4四 半期 の改革 に
よって、厳密 な手続 き方法 を完備 した体 系的制度 となったこ とを明 らかにす る。 また、か かる
安堵制 の確 立に よって、 「本 下文」の所持者 を構成員 とす る集権性 の強い戦闘集 団 として の御
家人制が体制化 された とす る。
補論四 「鎌倉幕府 の寄進 安堵」は、前節 でみ た安堵制 の改革 と寄進安堵 の関連 を述べ る。
第二節 「鎌倉幕府 の配 分安 堵」は、13世 紀第4四 半期 を画期 とす る配分安堵制 の確立 を述べ、
鎌倉末期 には、得宗 を頂 点 とす る幕府 の権力秩序 を保全す る意味 をもっていた とする。
第三節 「鎌i倉幕府 の買得 安堵」では、買得安堵 が、安達泰盛 による政治 改革期か ら1294年 の
問に制度的確 立 をみ、厳密 な手続 きが採用 され た とす る。 また、そ の運用 の実 際をみ るなかで、
この制度 が東国社 会におけ る権力編成 ・所領知行秩序 の再編 を促す とい う側面 を有 してい た こ
とを指摘す る。
終章 「鎌倉幕府御家 人制 の展開過程 」では、前章 までの検討 を踏ま えて、末期鎌倉幕府 の体
制基盤 が一円的武 家領 と安堵 体系、そ の上に立脚 した御 家人役負 担体系 にあった と結 論づ け
る。 しか し、かか る基盤 の内部 には、御 家人制 内部 に矛盾 を惹起 し、それ を増大 させ る構造的
問題が孕 まれてお り、鎌 倉幕府 の倒壊 の基底 的要 因が、御家人制の展開過程それ 自体に内在 し
てい たことを述べ る。
以上の ように本論 文は、御 家人制 を基軸 として、鎌倉幕府体制の構造 と展開、内部矛盾 につ
いて独 自の体系的認識 を示 した もので ある。本論文 のテーマ は、鎌倉幕府研究ひいては 日本 中
世史研 究の中心課題 ともい うべ きものであ り、高度 で精緻 な先行研究が多数存在す る。そ のよ
うな中で、論文提 出者 は史料 の徹底的 ・網羅的収集 と精確 な分析 によって従来 の研 究を乗 り越
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え る成果 をあげて いる。 また、金石文 を政治史の史料 として利用す るな ど、新 しい方法の導入
に も努力 してい る。そ の成果 は、中世 の政治 ・社会構 造の解 明に多大な貢献 を成 した もの と評
価 しうる。
よって、本論文 の提 出者 は、博 士(文 学)の 学位 を授与 され るに十分 な資格 を有す るもの と
認 め られ る。
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